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注記事項 
 
当社は、米国で一般に認められた会計原則(会計原則審議会の意見書、財務会計基準審議会

の基準書等)に基づいて四半期連結財務諸表を作成しています。 
 
1．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

[税金費用] 
税金費用については、当四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に

対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積

実効税率を乗じて計算している。 
 
2．会計処理基準に関する事項の変更 

当第1四半期連結累計期間の期首より、米国財務会計基準審議会の基準書第160号「連結財務

諸表上の非支配持分（会計調査公報第51号の改訂）」を適用しています。本基準書の適用により、

従来、連結貸借対照表で負債の部及び資本の部から独立して表示していた少数株主持分を、非

支配持分として資本の部に含めて表示しています。また、本基準書の適用により、連結損益計算

書の表示を変更しています。過年度の連結財務諸表の一部は、当第1四半期連結累計期間の表

示にあわせて組替再表示しています。 
 
3．継続企業の前提に関する注記 

該当事項なし。 
 
4．株主資本の金額の著しい変動 

該当事項なし。 
 

 


